
知っていた？

・ある種の鋼や金属は、非常に低い温度

に曝されると脆化する。

・低温脆性は、容器、熱交、配管などプ

ロセス装置の破壊の原因になる。この破

壊は急速、かつ大量の物質が漏洩する

ので大惨事となる。

・低温の配管、容器やその他の装置に

高温物質を流入させると、温度勾配に

よって応力が生じ、この応力は機器を損

傷したり破壊することも十分可能である。

ホットオイルを熱交換器（熱交）に供給するガス処

理プラントのポンプが数時間停止した。熱交に流

れるホットオイルが止まったことにより、通常は
100℃（212F)、またはもっと高い熱交内の温度が
－48℃（－54F)まで下がった。熱交の外部には氷
が認められた。

ホットオイルポンプを再稼働し、ホットオイルが熱

交に再び流れはじめた。低温が原因で、鉄製熱

交が脆化し、さらに急激なホットオイル流による

プラントの使用可能温度（範囲）を知っておくことー高温、低温ともにー

・プラントの機器の設計温度範囲（安全運転のための
高温、低温の両方の限界値）をよく知っておくこと。

・低温脆性を受けやすいと思われる機器がプラントに
あれば、それをよく心得ておくこと。

・機器を過度の高温、低温に曝さない、または応力が
生じて機器に損傷を与えるおそれのある過度の温度
勾配にしない。これらを確実にするために必要なすべ
ての手順を理解し、遵守すること。

・「1998 Esso Longfordガス爆発」に関するインター
ネットを検索して、この事故について更に学習するこ
と。
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150℃の温度差がさらなる応力を生じさせることと
なった。

これが熱交の脆性破壊を引きおこした。

推定10トン以上の可燃性ガスを含む物質が放出さ
れて蒸気雲ができ、それが加熱器で着火した。こ
の爆発・火災によって２名が死亡し、８名が負傷し、
また火災は２日間続いた。オーストラリアの多くの
地域へのガス供給が３週間近く途絶し、推定400万
人の生活に強い影響を与えた。経済損失総額は
10億豪ドル以上と推定された。


